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3 8月の運勢 牡羊座（3/21～4/19） 前向きな気持ちになれそう。やってみたいことには、ぜひ挑戦して。家族と日帰り旅行を楽しむのもおすすめ。

〇
議
案
第
１
号
…
平
成
19
年
度
事
業
報
告
及
び
損

失
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

〇
議
案
第
２
号
…
平
成
20
年
度
事
業
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

〇
議
案
第
３
号
…
農
業
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

〇
議
案
第
４
号
…
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

〇
議
案
第
５
号
…
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

〇
議
案
第
６
号
…
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

〇
議
案
第
７
号
…
役
員
退
任
給
与
金
取
扱
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
議
案
第
８
号
…
秋
田
く
み
あ
い
運
輸
（
株
）
、

（
株
）
Ｊ
Ａ
プ
リ
ン
ト
あ
き
た

の
株
式
譲
渡
に
つ
い
て

特特 集集

6月27日（金）、秋田市県民会館で第9回通常総代会を開催しました。総代会には総代591人のう
ち、524人（内本人出席290人、委任状出席4人、書面による出席230人）が出席しました。
中川組合長のあいさつのあと、議長に細部芳雄総代（下浜地区）を選任し、平成19年度事業報告、

定款の変更、平成20年度事業計画など8議案と附帯決議が上程され、審議を行った結果、いずれも原
案通り可決・承認されました。

開会の挨拶をする

中川組合長
第第第第第 ９９９９９ 回回回回回

通通通通通通 常常常常常常 総総総総総総 代代代代代代 会会会会会会 資資資資資資 料料料料料料� 平成１９年度決算関係書類 � 平成２０年度事業計画の変更 �

新あきた農業協同組合

※総代会当日は必ずこの「資料」をご持参下さい。

日
時
平成２０年６月２７日（金）

午後１時

場
所
秋

田
県

民
会

館

（長岡営農組合）

通常総代会提出議案



48月の運勢 牡牛座（4/20～5/20） ちょっとしたことでイライラしやすいかも。思いやりの心を忘れずに。気晴らしに手作りの趣味に励んでみて。

戦
後
農
政
の
大
転
換
と
い
わ
れ
る
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
地
域
農
業
の
担
い
手

づ
く
り
と
支
援
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
19
年
度
は
集
落
営
農
、

法
人
が
13
組
織
、
認
定
農
業
者
２
６
１

名
が
加
入
し
、
担
い
手
に
よ
る
面
積
カ

バ
ー
率
が
２
８
・
５
％
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
担
い
手
の
経
営
に
関
す

る
研
修
交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
経

理
事
務
や
税
務
対
策
の
指
導
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

米
販
売
で
は
、
46
年
ぶ
り
に
地
元
開

催
と
な
っ
た
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
Ｊ
Ａ

新
あ
き
た
米
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
の
独
自
販
売
米
も
積
極
的
に

展
開
し
、
販
路
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
文
化
活
動
に
お
い
て
は
、

「
Ｊ
Ａ
か
が
や
き
女
性
塾
」
を
開
講
し
、

Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
女
性
参
画
促
進
に
努
め

ま
し
た
。

施
設
関
係
で
は
遊
休
施
設
の
賃
貸
等

の
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

の
著
し
い
西
支
店
の
移
転
新
築
に
つ
い

て
臨
時
総
代
会
の
承
認
を
受
け
今
般
６

月
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
広
域
合
併
し
て
10
年

目
の
節
目
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
農
業

振
興
計
画
を
樹
立
し
、
よ
り
具
体
的
な

方
策
を
示
し
て
、
県
都
秋
田
市
の
農
業

と
自
然
環
境
を
守
り
、
農
家
組
合
員
の

さ
ら
な
る
営
農
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

○
行
政
、
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
る

生
産
調
整
の
完
全
実
施
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
生
産
調
整
実
施
者
の
所
得
確
保
等
実

現
に
向
け
た
農
政
運
動
を
展
開
い
た

し
ま
す
。

①
生
産
調
整
の
確
実
な
実
施
に

向
け
た
取
り
組
み
強
化

○
地
域
農
業
を
主
体
的
に
担
う
経
営
体

の
育
成
と
支
援
対
策
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

○
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
米
の
更
な
る
生
産
、

販
売
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
中
長
期
的
展
望
を
見
据
え
た
農
業
振

興
計
画
の
策
定
に
よ
り
地
域
の
業
の

持
続
的
発
展
に
努
め
、
農
業
所
得
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

○
財
務
改
善
計
画
の
着
実
な
実
践
に
よ

る
財
務
基
盤
を
強
化
し
ま
す
。

○
不
祥
事
の
根
絶
を
目
指
し
た
内
部
牽

制
機
能
の
更
な
る
強
化
に
努
め
、
不

祥
事
が
起
き
な
い
、
起
さ
せ
な
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
財
務
基
盤
の
強
化
と
健
全
経

営
の
確
立

②
新
た
な
米
政
策
に
対
応
し
た

地
域
農
業
の
振
興

19
年
度
に
お
け
る
主
要
な
事
業
活
動
の
内
容
と
成
果

対
処
す
べ
き
重
要
な
課
題

議長を務めた細部総代

説明に耳を傾ける総代



5 8月の運勢 双子座（5/21～6/21） 人と話すことで、得るものがたくさんあるはず。何げない雑談にも気軽に加わってみて。ただし、うわさ話はタブー。

来
年
度
か
ら
始
ま
る
役
員
選
任
制

に
つ
い
て
進
捗
状
況
は
。

組
織
代
表
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

の
選
挙
区
単
位
で
地
区
の
推
薦
委

員
会
等
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
か
ら

理
事
候
補
者
、
あ
る
い
は
監
事
候

補
者
を
選
任
す
る
運
び
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

学
識
経
験
理
事
、
監
事
に
つ
い
て

は
理
事
会
で
原
案
を
作
り
、
女
性

役
員
に
つ
い
て
は
女
性
部
か
ら
推

薦
を
頂
く
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
推
薦
会
議
の
持
ち
方
、
人

数
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
等
を
理

事
会
で
決
定
し
て
い
き
、
皆
さ
ん

へ
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
己
資
本
の
不
足
等
で
増
資
に
繋

が
る
の
で
は
。

こ
れ
ま
で
二
度
に
わ
た
っ
て
増
資

を
お
願
い
し
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま

す
。

現
在
は
一
口
金
額
（
５
、
０
０
０

円
単
位
）
に
満
た
な
い
部
分
の
不

足
分
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
の

増
資
計
画
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

認
定
農
業
者
の
加
入
要
件
に
つ
い

て
、
所
得
目
標
を
ど
う
や
っ
て
査
定

し
た
の
か
。
３
ｈ
ａ
あ
れ
ば
誰
で
も

な
れ
る
の
か
。

市
の
農
業
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
所

得
目
標
４
６
０
万
円
を
策
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
４
６
０

万
円
の
所
得
で
な
く
と
も
、
５
年
の

期
間
で
所
得
目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば

認
定
は
さ
れ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

水
田
農
業
所
得
安
定
対
策
の
加
入
要

件
で
は
３
ｈ
ａ
以
上
の
認
定
農
業
者

で
あ
れ
ば
、
市
町
村
特
認
で
加
入
で

き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ＪＡ新あきたの事業経営において、
組合員の模範となり、当ＪＡの発展に
ご尽力された皆様です。

（敬称略）
１. 団体の部
生産集団
長岡営農組合
（追分営農センター）

女性部
追分地区女性部
雄和地区女性部ファーストクラブ

不動産経営友の会
寺内支部

２. 個人の部
（１）事業関係
信用事業
池田重兵衛（寺内支店）

共済事業
佐藤　昭男（北支店）
石川トモヨ（寺内支店）
星野甚一郎（寺内支店）

販売事業
飯島　　仁（西営農センター）

農協運営
榎　　政良（園芸畜産課）
伊藤　一夫（南支店）

（２）勤続関係
支部長
（故）田中　重悦（東支店）
（故）村越　銀治郎（東支店）
（故）進藤　清一郎（東支店）
石川　兼三（寺内支店）
今野　敏夫（南支店）
嵯峨　清嗣（西支店）
武藤　真作（西支店）
石川　則夫（雄和支店）

総代
（故）三浦　愛吉（北支店）
加賀屋　金雄（中央支店）
（故） 橋　賢悦（中央支店）

平成19年度被表彰者
管
理
部
門

営
農
経
済
部
門

総代会で出された主な意見・要
望を要約してお知らせします。

第９回通常総代会
主な意見と回答
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68月の運勢

身近な情報を
お届けします!
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★
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西支店

女性部果樹

西
支
店
、
西
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、

新
屋
駅
前
に
新
築
移
転
し
、
６
月
23

日
（
月
）
よ
り
営
業
を
始
め
ま
し
た
。

当
日
、
中
川
薫
清
組
合
長
や
地
元

理
事
ら
30
人
が
出
席
し
て
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
引
き
続
き
、

中
川
組
合
長
が
「
組
合
員
が
有
効
利

用
で
き
、
組
織
の
拠
点
と
な
り
、
親

し
み
の
あ
る
店
舗
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。完

成
し
た
新
店
舗
は
、
鉄
骨
造
り

金
属
板
葺
き
２
階
建
て
で
、
延
べ
床

面
積
は
約
４
７
６
・
７
９
平
方
メ
ー

ト
ル
。
１
階
が
営
農
セ
ン
タ
ー
を
含

む
支
店
事
務
所
兼
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

で
、
２
階
に
は
大
会
議
室
や
休
憩
室

等
を
間
取
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
）

を
店
舗
内
に
整
備
し
ま
し
た
。

住
所
／
秋
田
市
新
屋
扇
町
９
―

42

電
話
／
西
支
店
８
２
８
―

３
２
５
４

西
営
農
セ
ン
タ
ー
８
８
８
―
８
２
５
５

（
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

西
支
店
、
営
農
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

女性部は7月2日（水）、仁井田地区の圃場で市立大住
小学校5年生4組の児童144人と共に、菜の花の刈取り
に参加しました。児童らは「楽しい」などと歓声を上げ
ながら、はさみを片手に汗を流しました。
菜の花栽培は、自己保全、不耕作地、遊休農地解消対

策として今年度から管理を始めました。
新あきたの担当者は「農業体験は、楽しみながら農産

物について学ぶことができ、『食育』につながる」と語り
ました。

菜の花を児童と楽しく収穫

果樹部会梨・ブドウ部は7月3日（木）、下新城中野地
区の中泉松之助さんの園地で現地研修会を行いました。
講師の県秋田地域振興局普及指導課の担当者は「今年は
開花が早く、生育が少し進んでいるが、少雨の影響で果
実の肥大が抑制されている」と説明し、栽培管理や病害
虫防除について注意を呼びかけていました。
参加者は、8月の収穫時期まで気を抜かず、おいしい

梨とブドウを消費者に届けることを申し合わせしました。

果樹管理を学ぶ

楽しく児童と刈り取る女性部員講師の説明に耳を傾ける参加者

西営農センター職員

テープカットを行う中川組合長ら

蟹　座（6/22～7/22） ゆったり構えたい時期。趣味や好きなことに意識を向ければ、充実感を味わえそう。エッセーを読むのも開運に。

西支店職員



7 8月の運勢
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女性部
新
あ
き
た
女
性
部
「
か
が
や
き
女

性
塾
」
は
７
月
４
日
（
金
）、
雄
和

支
店
で
２
回
目
の
講
座
を
開
き
ま
し

た
。
28
人
の
女
性
部
員
が
参
加
し
、

米
粉
利
用
術
を
テ
ー
マ
に
、
家
の
光

講
師
、
に
か
ほ
市
で
食
育
工
房

「
農
土
香

の

ど

か

」
を
経
営
す
る
渡
辺
広
子

さ
ん
か
ら
米
粉
料
理
を
学
び
ま
し

た
。渡

辺
さ
ん
は
「
米
の
自
給
率
を
上

げ
る
こ
と
は
、
野
菜
な
ど
ほ
か
の
食

料
の
自
給
率
も
上
が
る
こ
と
で
あ

り
、
日
本
の
農
業
と
農
家
を
守
る
こ

と
」
と
話
し
ま
し
た
。

料
理
教
室
で
は
米
粉
を
使
っ
た
お

好
み
焼
き
や
ご
ま
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ
、

季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
ク
リ
ー
ム
シ

チ
ュ
ー
な
ど
を
調
理
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
「
米
粉
の
イ
メ
ー
ジ
が

変
わ
っ
た
。
米
粉
を
身
近
に
利
用
で

き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

米
粉
の
料
理
も
っ
と
身
近
に

購買稲作

ＪＡ葬祭レゼール追分で7月5日（土）、第9回人形ぬ
いぐるみ供養祭が行われ、午前8時の受付開始から約
600人の方々がぬいぐるみや人形などを持参し、祭壇に
は3,000体ほど並びました。
僧侶の読軽が始まると参列者は1人ずつ焼香し、愛着

を持った人形に手を合わせて別れを告げていました。
会場外では、ＪＡ新あきた追分地区の女性部が野菜の

直売を行いました。
この人形供養祭は10月25日（土）に河辺支店でも開

催されます。

追分営農センターは7月8日（火）から10日にかけて、
管内26支部のあぜ道巡回を開催しました。
ＪＡ営農指導員が、草丈、茎数を測定し、今年の気象

に合わせた穂肥のやり方や、仕上げ防除の方法などを説
明しました。
あぜ道巡回は毎年出穂前、各営農センターで、支部ご

とに開いています。参加者は、幼穂の状態を観察し、穂
肥の施用時期を判断したり、自分の田の状態について今
後の管理法を相談したりし、食味の良い1等米に仕上げ
るノウハウを学んでいました。

人形など供養一等米めざし管理法を学ぶ

焼香し、手を合わせる参加者穂肥のやり方など今後の管理法を学ぶ参加者

獅子座（7/23～8/22） 行動力が高まる時期。未体験の事柄でも前向きにトライできます。ダメだと思っていたことに取り組むのも正解。

米粉料理作りを楽しむ参加者

米粉を使ったお好み焼きやごまブラマンジェなど、おいしくいただきました。



88月の運勢

地
区
の
仲
間

と
始
め
た
豆

腐
づ
く
り

�
�
豆
腐
づ
く
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

元
々
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
私
は
、
会

社
を
退
職
後
、
本
格
的
に
女
性
部
の
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。
冬
期
講
座
で
豆

腐
づ
く
り
に
出
会
い
、
そ
こ
で
地
元
の

大
豆
を
使
用
し
、
地
産
地
消
、
安
全
・

安
心
に
結
び
つ
け
て
い
け
た
ら
と
い
う

思
い
が
生
ま
れ
、
そ
の
思
い
に
賛
同
し

て
く
れ
た
女
性
部
の
仲
間
13
人
と
「
華

の
豆
会
」
を
作
り
、
豆
腐
加
工
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

�
�
豆
腐
づ
く
り
を
は
じ
め
て
か
ら
は
？

「
華
の
豆
会
」
を
平
成
10
年
12
月
に

設
立
し
た
後
、
平
成
16
年
９
月
に
は
法

人
化
し
有
限
会
社
と
な
り
ま
し
た
。
地

元
の
大
豆
に
こ
だ
わ
り
、
手
作
り
の
昔

の
味
を
伝
え
た
い
と
訪
問
販
売
か
ら
始

ま
り
、
今
で
は
学
校
給
食
や
地
域
の
施

設
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
販
路
が
広
が
り
、

皆
さ
ん
に
購
入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

�
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

商
売
を
し
て
い
る
の
で
、
お
客
様
へ

の
接
待
は
も
ち
ろ
ん
、
衛
生
面
に
も
十

分
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

「
華
の
豆
会
」
は
会
員
か
ら
出
資
し

て
も
ら
い
設
立
し
た
の
で
、
自
分
た
ち

の
会
社
と
い
う
気
持
ち
が

強
い
で
す
ね
。

昔
な
が
ら
の
手
作
り
の
味
を
子
ど

も
達
に
伝
え
た
い

�
�
大
変
な
こ
と
は
？

宅
配
が
主
で
す
が
、
な
か
な
か
ま
と

ま
っ
た
数
量
が
見
つ
か
ら
ず
、
販
路
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
原
油
高
騰
の
影
響
で
、
ケ
ー
ス

や
シ
ー
ル
な
ど
の
資
材
が
値
上
が
り
し

た
こ
と
と
、
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い

こ
と
で
す
。

�
�
今
後
の
抱
負
は
？

生
産
か
ら
、
加
工
、
販
売
を
通
し
て
、

昔
な
が
ら
の
手
作
り
の
味
、
こ
こ
で
し

か
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
だ
わ
り

の
豆
腐
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
達
へ
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

乙女座（8/23～9/22） 慌てず、どっしり構えれば、運気も上向いてくる結果に。まずは頼まれごとを優先し、気配り上手を目指すと吉。

ＪＡ新あきた

女性参与
女性部
部長 山内　みどりさん

■耕作面積：60ａ

■生産品目：あきたこまち、菜種

■有限会社「華の豆会」代表取締役

■農家レストラン「地張庵」オーナー

地場産にこだわり
なつかしい母ちゃんの
味を食卓へ届けたい

JAみやぎ登米女性部が視察研修に訪れた様子



9 8月の運勢

Delicious in Season

天秤座（9/23～10/23） 知的好奇心を生かしたいとき。新しい知識を学んだり、習得するのに向いています。習いごとも大賛成！

四ツ小屋地区　伊藤　正弘さんの圃場にて四ツ小屋地区　伊藤　正弘さんの圃場にて 四ツ小屋地区　伊藤　正弘さんの圃場にて 

美
味
し

美
味
し
い
　
　
　

　
　
　
の
レ
シ
ピ
�

美
味
し
い
　
　
　
の
レ
シ
ピ

おつまみチャーハン

材料 作　り　方
①フライパンに油・しょうがを炒め、ご飯を加えて更に炒める。
②エダマメ・たくあんを加え、Aで味つけし、ごまを加えてサッ
と炒める。

塩ゆでエダマメ ………50g
（さやから出したもの）
たくあん……5㎜角に切る40g
しょうが・みじん切り……小さじ2
ご飯 …………………400g

「味の素」・75g瓶 …8ふり
しょうゆ ……小さじ2
塩 …………………少々
こしょう …………少々
いり黒ごま …小さじ2
サラダ油またはごま油 …大さじ1

エ
ダ
マ
メ�

エ
ダ
マ
メ�

エダマメというと、そういう種類の豆があると思うかもしれませんが、これは大豆が成熟する

前の、さやが緑のうちに収穫した豆。枝についたままをゆでて食べるためにエダマメと呼ばれて

いるのです。緑黄色野菜としての栄養素も、ともに兼ね備えています。

まず、緑黄色野菜としての特徴は、疲労回復に役立つビタミンＣ、β‐カロチンが豊富なこと。

とくにビタミンＣの量はみかん、パイナップルとほぼ同じです。ビタミンＣは熱に弱いのですが、

エダマメはさやに入ったままゆでるので大丈夫、ビタミンＣはたくさん残ります。また糖質をす

ばやくエネルギーに変えるビタミンＢ1も多く含まれています。

エダマメはビールのおつまみの定番です。そのわけはビタミンＣ、ビタミンＢ1とタンパク質

の中のメチオニンとが働いて、アルコールの分解を助け、肝臓の負担を軽くするからです。そこ

で夏の疲れをいやすにはもってこいの野菜です。

さらに食物繊維が多く、ミネラルもバランスよく含まれています。このように栄養価に富み、

手軽に食べられる野菜なので、冷凍食品も出回っていますが、食味の点からいえば、鮮度が決め

手。旬の夏こそ、とれたてのものをすばやく調理して、エダマメパワーを丸ごと食べたいもので

す。

ビタミンＣ、タンパク質満載、パワフル野菜で残暑を乗り切れ！

ビールとの名コンビは、いまや夏の定番

A

t
d
g
d
b
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新
あ
き
た
全
支
店
で
は
、
Ｊ

Ａ
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て

い
る
お
客
様
と
、
地
域
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ま
に
日
頃
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、「
サ

ン
キ
ュ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
は
、
生
活
の
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
」
の
保
障
が
幅

広
く
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が
特
長

で
す
。
時
が
経
て
ば
、
生
活
も

体
の
状
態
も
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
お
客
さ
ま
に
は
常
に
最
適

な
保
障
を
提
供
す
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
共
済
で
は
組
合
員
・
利
用
者

の
み
な
さ
ま
に
「
お
会
い
す
る

こ
と
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
サ
ン
キ
ュ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
で
は
、
共
済
の
専
門
知
識

を
持
つ
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
中
心
に
、
職
員
が
み
な
さ
ま

の
お
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
を
ご
契
約
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
お
客
さ
ま
に
は
、

現
在
の
様
子
を
お
聞
き
し
、
ご

加
入
の
保
障
内
容
に
関
す
る
質

問
に
お
答
え
し
た
り
、
過
去
の

事
故
や
入
院
の
請
求
を
忘
れ
て

い
な
い
か
確
認
し
た
り
し
ま

す
。
新
規
の
お
客
さ
ま
に
は
、

Ｊ
Ａ
共
済
の
こ
と
を
よ
り
多
く

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
職

員
が
訪
問
し
ま
し
た
ら
、
何
で

も
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。ま

た
、「
サ
ン
キ
ュ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
３
つ
の
簡

単
な
質
問
に
答
え
て
応
募
し
て

い
た
だ
く
と
、
抽
選
で
ｉ
Ｐ
ｏ

ｄ
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
を
は
じ
め
と
す
る

素
敵
な
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
は
各
支
店
窓
口
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
お
役
に
立
つ
情
報
を
た
く
さ

ん
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
支
店
に
も
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。
職
員
が
笑
顔
で

お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く

は
最
寄
り
の
支
店
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

お
盆
の
季
節
が
近
づ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
大
切
な
ご
先
祖

様
に
感
謝
し
、
故
人
を
偲
び
、

お
墓
参
り
を
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
今
年
の
お
盆
は
じ

っ
く
り
と
、
ご
先
祖
様
の
お
墓

を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
し
か

し
た
ら
ロ
ー
ソ
ク
の
火
が
す
ぐ

に
消
え
て
し
ま
っ
た
り
、
修
理

や
お
手
入
れ
が
必
要
な
と
こ
ろ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
組
合
員
・
ご
利
用
者

様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て

「
お
墓
の
無
料
点
検
サ
ー
ビ
ス
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
受
付
期
間

７
月
25
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
。

■
ご
利
用
料
金

無
料（
組
合
員
・
ご
利
用
者
様
）

※
リ
フ
ォ
ー
ム
の
お
見
積
も
り

も
無
料
で
す
。

■
ロ
ー
ソ
ク
の
火
が
消
え
な

い
。
香
炉
に
取
り
替
え
た
い
。

■
花
立
て
を
新
し
く
し
た
い
。

■
墓
誌
を
新
設
し
た
い
。

■
目
地
を
補
修
し
て
ほ
し
い
。

Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
は
、
戒
名
・
法
名

の
彫
刻
か
ら
ロ
ー
ソ
ク
・
線
香
立

金
具
の
お
取
替
え
ま
で
幅
広
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

8月の運勢

お墓の無料点検サービスお申込み受付中！

蠍　座（10/24～11/22） 物事を深刻に考え過ぎてしまいがち。もっと気楽に構えて。ストレス解消には、緑茶や紅茶を楽しむと効果的。

購 　 買

購買課　課長

長谷部　春美

安心は会うことから始まります 共 　 済

共済推進課　課長

長谷川　孝夫

お
申
込
は
購
買
課

（
℡：

８
３
２
―

６
６
５
８
）。

ま
た
は
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
。

指
定
石
材
店
　
秋
田
石
材

香炉の
お取替え

墓誌の
新設

花立ての
お取替え登籠の新設

お
墓
の
新
規
建
立
も

新
あ
き
た
で
。
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知って得する

冬
か
ら
春
に
向
け
て
、
今

か
ら
準
備
�

ア
ス
パ
ラ
菜
は
、
オ
ー
タ
ム

ポ
エ
ム
や
菜
花
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
ア
ス
パ
ラ
菜
と
し
て
紹

介
し
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
菜
は
低

温
伸
長
性
が
高
く
、
冬
期
に
無

加
温
ハ
ウ
ス
栽
培
が
可
能
な
野

菜
で
す
。

た
だ
し
厳
冬
期（
１
〜
２
月
）

に
な
る
と
や
や
生
育
が
鈍
く
、

収
穫
量
が
少
な
く
な
り
30
坪
程

度
で
は
、
１
日
の
収
穫
量
が
１

箱
（
20
束
）
程
度
と
、
市
場
流

通
量
が
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
、
冬
期
の
野
菜
と

し
て
市
場
で
は
、
引
き
合
い
が

あ
る
こ
と
か
ら
ハ
ウ
ス
の
有
効

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

播
種
〜
育
苗

価
値
が
比
較
的
安
定
し
て
い

る
時
期
（
１
〜
２
月
）
を
狙
う

と
す
れ
ば
９
月
中
〜
下
旬
に
播

種
を
行
い
苗
を
ハ
ウ
ス
に
植
え

ま
す
。

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
８
月
中
旬

か
ら
播
種
で
き
ま
す
が
、
早
い

と
収
穫
の
ピ
ー
ク
が
年
内
に
く

る
た
め
右
記
の
期
間
が
良
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

播
種
は
、
50
〜
72
穴
の
セ
ル

ト
レ
イ
や
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
な

ど
を
使
用
し
２
〜
３
粒
ま
き
、

本
葉
１
〜
２
枚
時
に
１
本
立
ち

に
し
ま
す
。
育
苗
期
間
は
、
ハ

ウ
ス
内
が
25
℃
以
上
の
高
温
に

な
る
と
徒
長
す
る
の
で
水
管
理

に
は
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

施
肥
〜
定
植

基
本
と
な
る
施
肥
量
は
30
坪

あ
た
り
野
菜
専
用
肥
料
が
10

kg
、石
灰
が
10
kg
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
前
作
の
影
響
を
受
け

や
す
い
作
物
な
の
で
、
土
壌
分

析
を
行
い
、
施
肥
量
を
調
整
し

ま
す
。

定
植
の
株
間
は
、
播
種
時
期

が
早
い
と
大
株
に
な
る
の
で
広

く
取
り
、
遅
い
と
狭
く
取
り
ま

す
。今

回
の
作
型
で
は
、
９
月
中

旬
播
種
の
場
合
35
㎝
間
隔
の
二

条
植
え
で
10
月
上
旬
の
定
植
、

９
月
下
旬
播
種
で
あ
れ
ば
25
㎝

の
二
条
植
え
で
10
月
中
旬
の
定

植
に
な
り
ま
す
。

追
肥年

内
は
、
お
お
む
ね
11
月
末

ま
で
の
間
、
葉
色
を
見
な
が
ら

適
量
施
肥
し
、
12
月
か
ら
２
月

ま
で
は
行
わ
ず
、
２
月
に
入
っ

た
ら
薄
め
の
液
肥
を
施
し
ま

す
。

水
・
温
度
管
理

水
は
土
の
表
面
が
乾
い
た
ら

灌
水
し
ま
す
が
、
水
分
が
多
い

と
伸
び
や
す
く
な
り
根
の
張
り

も
弱
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

生
育
適
温
は
20
℃
前
後
が
ベ

ス
ト
で
す
。
25
℃
以
上
に
な
る

と
軟
弱
に
生
育
す
る
の
で
、
10

月
中
旬
頃
ま
で
の
換
気
は
病
気

の
予
防
も
兼
ね
て
必
要
で
す
。

摘
心抽

だ
い
（
と
う
立
ち
）
し
て

き
て
10
㎝
程
度
の
時
、
中
心
の

茎
を
摘
心
（
ピ
ン
チ
）
し
ま
す
。

摘
心
し
た
主
茎
は
出
荷
し
ま

す
。

収
穫収

穫
は
、
葉
の
わ
き
か
ら
出

る
側
枝
を
収
穫
し
ま
す
が
、
そ

の
脇
に
も
生
長
点
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
ま
た
脇
芽
が
伸
び
ま
す

の
で
茎
は
少
し
残
し
て
収
穫
し

ま
す
。

河辺営農センター

長谷川　弘幸

ア�ス�パ�ラ�菜�

8月の運勢 射手座（11/23～12/21） 持ち前の積極性を発揮でき、周囲から頼りにされそう。てんぐにならず、面倒見よく接すれば、さらに運気アップ。



128月の運勢

支
柱
で
体
の
横
を
伸
ば
す

指
導
・
監
修
　
日
本
体
育
大
学
運
動
方
法
体
操
研
究
室
教
授
●
荒
木
達
雄

山羊座（12/22～1/19） ポジティブな発想が開運のカギに。悪いことは考えないようにして。金運は良好で、自分のために使うのもOK。

尿
と
便
で
見
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

ト
イ
レ
で
用
を
済
ま
せ
る
と
き
に
で
き

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
付
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
色
や
量
を
見
る
だ
け

で
、
見
つ
か
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
早
め

の
対
応
が
肝
心
で
す
。

〈
尿
の
色
チ
ェ
ッ
ク
〉

通
常
、
尿
の
色
は
淡
黄
色
か
ら
淡
黄
褐

色
（
ビ
ー
ル
色
）
で
す
。
主
に
ウ
ロ
ク
ロ

ム
と
い
う
成
分
の
色
で
、
こ
れ
は
腎
臓
で

作
ら
れ
る
物
質
で
す
。
尿
の
色
は
食
物
・

運
動
・
発
汗
な
ど
で
種
々
に
変
化
し
ま
す

が
、
異
常
な
尿
の
色
か
ら
考
え
ら
れ
る
病

気
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

「
無
　
色
」
多
尿
（
糖
尿
病
・
尿
崩
症
な
ど
）

※
水
分
を
多
く
取
っ
た
場
合
も

「
褐
　
色
」
肝
機
能
障
害
な
ど

「
赤
　
色
」
腎
炎
・
尿
路
炎
症
、
尿
路
結
石
、

腫
瘍
、
溶
血
性
貧
血
な
ど

「
乳
白
色
」
尿
路
感
染
症
な
ど

た
だ
し
、
排
尿
す
る
時
間
帯
に
よ
っ
て
も

尿
の
色
は
変
化
し
ま
す
。
水
分
の
摂
取
量

や
発
汗
量
に
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
起

床
時
は
濃
く
、
日
中
は
淡
く
な
る
の
で
、

朝
起
き
て
最
初
の
尿
の
色
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

〈
便
の
形
・
硬
さ
・
量
チ
ェ
ッ
ク
〉

便
の
形
・
硬
さ
・
量
を
見
る
と
腸
の
消

化
・
吸
収
・
運
動
・
狭
窄
の
有
無
な
ど
が

わ
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
直
腸
に
狭
窄

が
あ
る
と
き
や
、
大
腸
に
け
い
れ
ん
性
の

収
縮
の
あ
る
と
き
は
、
便
が
細
く
な
り
、

鉛
筆
様
便
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
的

に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
続
け
た
場
合

の
排
便
は
通
常
１
日
１
回
、
量
は
１
０
０

〜
２
５
０
ｇ
で
、
約
バ
ナ
ナ
１
本
分
で
す
。

し
か
し
、
動
物
性
食
品
を
多
く
摂
取
し
た

と
き
は
、
植
物
性
食
品
を
多
食
し
た
場
合

に
比
べ
、
便
の
量
と
回
数
も
少
な
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
消
化
液
（
特
に
膵
液
）

の
分
泌
の
減
少
や
、
胃
腸
の
吸
収
の
悪
い

場
合
、
腸
の
動
き
が
増
強
し
て
い
る
時
に

は
量
が
多
く
、
回
数
も
多
く
な
り
ま
す
。

逆
に
便
が
長
く
腸
内
に
停
滞
す
る
便
秘
の

場
合
は
、
吸
収
が
よ
く
行
わ
れ
て
量
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

〈
便
の
色
チ
ェ
ッ
ク
〉

便
の
色
は
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事

の
場
合
、
黄
褐
色
〜
褐
色
で
す
。
主
に
ス

テ
ル
コ
ビ
リ
ン
と
い
う
物
質
に
よ
る
色
で
、

こ
れ
は
胆
汁
成
分
か
ら
腸
内
細
菌
に
よ
っ

て
産
生
さ
れ
ま
す
。

異
常
と
考
え
ら
れ
る
主
な
便
の
色
を
あ

げ
て
み
ま
す
。

「
黄
色
便
」
下
痢
便
・
脂
肪
便
な
ど

「
黒
色
便
」
消
化
管
出
血
・
鉄
剤
服
用
な
ど

「
赤
色
便
」
下
部
消
化
管
出
血
な
ど

「
灰
白
色
便
」
粘
土
色
の
便
で
、
胆
道
閉

塞
・
バ
リ
ウ
ム
服
用
時
な
ど

自
分
の
尿
、
特
に
便
を
見
る
の
に
は
抵

抗
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
健
康
管
理
の
た

め
、
尿
の
場
合
は
毎
朝
、
便
の
場
合
は
排

出
後
そ
の
つ
ど
ト
イ
レ
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
尿
と
便
に
異
常
が
感
じ
ら
れ

た
場
合
は
早
め
に
病
院
で
み
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

果
樹
農
家
向
け
の
「
か
ろ
や
か
体
操
」
で
す
。
ブ

ド
ウ
や
梨
な
ど
で
棚
栽
培
を
し
て
い
る
畑
な
ら
、
支

柱
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
支
柱
を
使
っ
て
、
体
の
横
（
体
側
部
）
を
伸
ば
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

体
の
中
で
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
部
分
が
あ
る
と
、

体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
血
行
が
悪
く
な
っ
た

り
、
疲
労
が
蓄
積
し
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

特
に
体
側
部
は
、
通
常
の
生
活
で
は
め
っ
た
に
動

か
さ
な
い
部
分
で
す
。
こ
の
運
動
を
作
業
の
合
間
に

取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
回
数
や
強
度
は
気
に
せ
ず
、

気
持
ち
良
く
感
じ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

（
１
）
脚
を
肩
幅
く
ら
い
に
開
き
、
支
柱
を
両
手
で
つ

か
み
ま
す
。

（
２
）
上
半
身
が
外
側
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
、
体

を
曲
げ
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
気
持
ち
が
良
い
位
置
で
、
し
ば
ら
く
静
止
し
ま

し
ょ
う
。
反
対
側
も
同
じ
要
領
で
伸
ば
し
て
く

だ
さ
い
。

（1）

（2）

（3）

秋田組合総合病院
臨床検査科　副技師長

三浦　徹



13 8月の運勢

唐
辛
子
み
そ
で

肥
満
防
止

不
眠
へ
の
対
処
法

水瓶座（1/20～2/18） 吉凶混合運。勢いに乗っているときはいいけれど、小さなことで落ち込みやすいよう。スパッと切り替えるべき。

食
文
化
史
研
究
家
●
永
山
久
夫

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠

不
眠
の
タ
イ
プ
に
は
、
大
き
く
分
け
て

四
つ
あ
り
ま
す
。

寝
つ
く
ま
で
30
〜
60
分
以
上
か
か
る

「
入
眠
障
害
」、
眠
り
に
つ
い
た
あ
と
、
夜

中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て
し
ま
う
「
中
途

覚
せ
い
」、
早
朝
に
目
が
覚
め
て
、
そ
れ

以
後
は
眠
れ
な
い
「
早
朝
覚
せ
い
」、
睡

眠
時
間
は
十
分
だ
が
、
眠
り
が
浅
く
、
ぐ

っ
す
り
眠
っ
た
と
い
う
満
足
感
が
得
ら
れ

な
い
「
熟
眠
障
害
」
で
す
。

中
途
覚
せ
い
に
は
、
特
に
ス
ト
レ
ス
が

関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
解
消
す
る
に

は
、
ま
ず
遅
寝
・
早
起
き
が
勧
め
ら
れ
ま

す
。
床
に
入
る
時
刻
を
遅
ら
せ
て
、
朝
起

き
る
時
刻
を
早
く
す
る
の
で
す
。
寝
床
に

い
る
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
が
、
中
途
覚

せ
い
が
減
る
た
め
、
熟
睡
感
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
日
本
茶
な
ど
に
含

ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
、
覚
せ
い
作
用

と
利
尿
作
用
が
あ
り
ま
す
。
眠
る
前
に
飲

む
と
寝
つ
き
が
悪
く
な
り
、
夜
中
に
ト
イ

レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
り
し
て
、
眠
り
が

妨
げ
ら
れ
ま
す
。
寝
酒
は
寝
つ
き
を
良
く

し
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
る
と
中
途
覚
せ
い

や
早
朝
覚
せ
い
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、
交
感

神
経
の
働
き
を
活
発
に
し
、
眠
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
眠
る
前
の
一
服
は
禁
物
で

す
。体

温
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
、
眠
気

を
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
眠
る
30
〜
60
分
前
に
、
39
〜
40
度
の

ぬ
る
め
の
お
湯
に
入
る
の
が
効
果
的
で

す
。
入
浴
で
体
を
温
め
た
あ
と
は
、
体
温

が
下
が
る
の
で
眠
気
を
誘
い
ま
す
。

不
眠
の
背
景
に
は
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス

だ
け
で
な
く
、
う
つ
病
な
ど
ほ
か
の
病
気

が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不
眠

が
続
き
、
本
人
が
つ
ら
い
と
感
じ
て
い
る

と
き
は
、
精
神
科
や
心
療
内
科
を
受
診
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
は
、
夏
や
せ
す
る
人
が
少
な
く
な

り
、
む
し
ろ
夏
太
り
に
な
る
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。

ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
部
屋
で
過
ご
す
時

間
が
増
え
、
極
端
な
運
動
不
足
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
お
な
か
周
り
の
脂
肪
も

増
え
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

昔
は
暑
い
炎
天
下
で
も
出
歩
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
汗
と
酷
暑
で
ぐ
っ
た
り
し
て

食
欲
不
振
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
や

せ
た
わ
け
で
す
。
や
が
て
秋
に
な
っ
て
涼

し
く
な
り
、
新
米
が
出
回
る
こ
ろ
に
な
る

と
、
食
欲
も
回
復
し
て
き
ま
す
。
夏
や
せ

も
自
然
に
解
消
す
る
の
で
、
元
の
健
康
体

に
戻
れ
た
の
で
す
。

夏
の
終
わ
り
が
近
づ
く
と
、
世
界
一
美

味
な
新
米
を
は
じ
め
、
サ
ン
マ
や
マ
ツ
タ

ケ
、
ブ
ド
ウ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
が
登
場

す
る
の
は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
つ
い

つ
い
食
べ
過
ぎ
て
、
夏
太
り
に
続
い
て
秋

太
り
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
唐
辛
子
み

そ
。
作
り
方
は
い
た
っ
て
簡
単
で
す
。

材
料
は
唐
辛
子
（
粉
末
）、
み
そ
、
砂

糖
、
ご
ま
油
、
酒
。

ま
ず
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
火
に
か
け
、
ご

ま
油
を
た
ら
し
て
、
そ
こ
に
み
そ
、
唐
辛

子
、
酒
少
々
、
そ
れ
に
好
み
の
量
の
砂
糖

を
加
え
て
練
り
上
げ
る
だ
け
で
す
。

こ
こ
に
す
り
ご
ま
や
ニ
ン
ニ
ク
を
加
え

る
と
、
夏
ば
て
防
止
や
ス
タ
ミ
ナ
強
化
が

期
待
で
き
ま
す
。

辛
味
成
分
の
カ
プ
サ
イ
シ
ン
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
を
盛
ん
に
す
る
の
で
、
体
内
に

貯
蔵
さ
れ
た
お
な
か
周
り
の
脂
肪
分
解
も

進
む
は
ず
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
い
う
肥
満
体
の
解
消
に
も
、
唐

辛
子
み
そ
は
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

唐
辛
子
を
食
べ
た
後
に
、
汗
を
か
い
た

り
す
る
の
は
、
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
り
、

脂
肪
の
燃
焼
が
始
ま
っ
た
証
拠
で
す
。
運

動
し
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
脂
肪
が
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
、
体
外
に
放
散
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
カ
プ
サ
イ
シ
ン
は
、

殺
菌
や
疲
労
回
復
な
ど
に
も
役
に
立
ち
ま

す
。



148月の運勢

読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　枝から離れてヒラヒラと
４　ぬめりのあるきのこ
７　食いしん坊の人は出費が多そう
９　寿司についてくるショウガ
10 体の中心部分
11 栓をした玉が瓶の中に入っている炭酸飲料
13 ページの間に挟みます
15 ──絵　──風呂　──床
16 書物や書籍ともいいます
17 卵巣はカラスミになります
18 議員が話し合う場所
20 真っ赤。夏の高校野球の優勝旗の色
21 四国にある県の一つ

１　夫婦仲が良いことの例えにされる鳥
２　億の1万倍
３　悪い夢を食べてくれるらしい架空の動物
５　遠くや近くがよく見えるように掛けます
６　もみほぐすと楽になります
８　カエルのような泳ぎ方
12 ──が通れば道理が引っ込む
13 春夏秋冬
14 寄席などでその日の最後に演じる人
15 核燃料にされます
16 車ではなく、人が行き来するところです
17 妊娠を届け出るともらえる──手帳
19 ──責任　──主張　──流

官製ハガキの裏にクイズの答
えと上記の今月のテーマについ
てご記入の上、お送り下さい。
多数のご応募お待ちしておりま
す。

●FAXから　018－832－6622
●E-メールから　kikaku-4@ja-shinakita.or.jp

JA新あきた総務課 教育広報係まで

▼クイズにご応募下さい！
［プレゼント］正解者の中から抽選
で賞品を差し上げます。
［応 募 方 法］ハガキにクイズの答
えと住所・年齢及び今月のテーマに
ついて一言書いて送ってください。
［締 め 切 り］ 8月18日�
◎応募先は右記まで。

010－0877

総
務
課教

育
広
報
係

50
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た

秋
田
市
千
秋
矢
留
町
２
ー
40

答　え

住　所

氏　名

年　齢

今月のテーマについ

て一言お書き下さい。
【7月号の正解】

ハ ン ソ デ

★当選者
櫻田　博美さん

（太　平）
白石　大さん

（上新城）
栗山　トキさん

（潟上市）
おめでとうございます

※ＪＡに寄せられたお便りの住所・氏名・年齢・職業などの情報は、広報活動以外で使用することはありません。

タテのカギ ヨコのカギ

７
月
の
テ
ー
マ

「
七
夕
に
願
う
こ
と
」

夏を元気に乗り切るために，おすすめの夏バテ対策を聞かせてください。オリジナル
夏対策レシピなども，大歓迎です。掲載させて頂いた方へは，粗品を進呈いたしま
す！皆さんからの沢山の投稿をお待ちしています！！

今月のテーマは
「私の夏バテ対策」

アナタのお便り
お待ちしております。

昔
の
様
に
休
耕
田
も
な
く
、
秋

に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
果
て

し
な
く
続
く
景
色
を
、
ま
た
見
ら
れ

る
日
が
く
る
事
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

必
ず
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
金
足
　
Ｎ
さ
ん
）

娘
に
２
人
目
の
子
ど
も
が
９
月

に
生
ま
れ
ま
す
。
面
倒
を
見

る
た
め
上
京
す
る
予
定
で
す
。
息
子

に
も
早
く
孫
の
顔
を
見
せ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。「
家
族
が
増
え

ま
す
よ
う
に
！
」
と
短
冊
に
願
い
を

書
い
て
つ
る
し
て
み
ま
す
。

（
四
ツ
小
屋
　
Ｋ
さ
ん
）

数
年
前
、
病
気
で
天
国
に
旅
立

っ
た
夫
に
合
っ
て
話
が
し
た

い
で
す
。

天
国
の
夫
へ
「
体
に
気
を
つ
け
て

無
理
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」

（
下
浜
　
Ｋ
さ
ん
）

と
り
あ
え
ず
自
分
と
家
族
と
友

人
が
健
康
に
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
。
収
入
が
も
っ
と
増
え
ま
す
よ

う
に
。
世
界
か
ら
餓
死
者
と
戦
死
者

と
難
民
が
い
な
く
な
り
ま
す
よ
う

に
。
秋
田
に
大
地
震
が
来
て
も
生
き

延
び
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
下
新
城
　
Ｎ
さ
ん
）

広
報
「
Ｉ
ｂ
ｕ
ｋ
Ｉ
」。
毎
月
楽

し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
特
に

秋
田
の
農
業
人
が
好
き
で
す
。

（
上
新
城
　
Ｓ
さ
ん
）

私
の
七
夕
の
願
い
事
は
「
ド
ラ

イ
ブ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
相
手
が
欲
し
い
」
で
す
。
私
、
車

の
運
転
が
苦
手
で
市
内
を
う
ろ
う
ろ

す
る
の
で
精
一
杯
な
の
で
す
。

ど
こ
か
遠
く
ま
で
行
き
た
く
て
も

方
向
音
痴
な
の
で
怖
く
て
行
け
な
い

し
、
カ
ー
ナ
ビ
を
付
け
た
ら
？
と
思

う
け
ど
、「
あ
ん
た
は
カ
ー
ナ
ビ
を

付
け
て
も
迷
う
タ
イ
プ
だ
と
思
う
」

と
友
達
に
断
言
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
し
。

だ
か
ら
、
車
を
運
転
し
て
色
々
な

と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
相

手
が
欲
し
い
で
す
。

（
上
新
城
　
Ｓ
さ
ん
）

七
夕
っ
て
好
き
で
す
。
梅
雨
か

ら
夏
に
向
け
て
の
１
大
イ
ベ

ン
ト
っ
て
感
じ
で
。
で
も
こ
う
い
う

季
節
柄
、
雨
降
り
が
多
い
。
一
度

で
良
い
か
ら
天
の
川
を
見
て
み
た
い

で
す
。

（
四
ツ
小
屋
　
Ｅ
さ
ん
）

魚　座（2/19～3/20） 神経質になりやすく、ささいなことでピリピリしがち。周りに口うるさくするより、見守る気持ちを大切に。
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JA新あきたのあゆみ 第4回 理 事 会 便 り
6月

6・ 2 アサノコーポレーション来訪　　　（ＪＡ新あきた会館）

3 豊岩年金友の会総会　　　　　　　（豊岩地域センター）

4 第3回監事会　　　　　　　　　　　　（各支部の会場）

5 第1回支部座談会開始（至24日）　　　（ＪＡ新あきた各支部の会場）

6 第10回不動産経営友の会通常総代会 　（第一会館本館）

7 第4回監事会 　　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

〃 第3回理事会 　　　　　　　　　　（ 〃　　　）

9 女性部食育活動　　　　　　　　　　　　（戸島小学校）

10 木徳神糧・三菱アグリサービス来訪 　（ＪＡ新あきた会館）

〃 彩菜館役員会　　　　　　　　　　　　　　　（彩菜館）

〃 和牛部会役員会　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

11 横浜丸中市場来訪　　　　　　　　（ 〃　　　）

〃 農協ビル支店年金友の会総会　　　　　　　（鶴ヶ池荘）

13 総代会招集通知・公告日（ＪＡ新あきた各支店、全部署）

14 第21回秋田県農業機械大展示会（至20日） 　　　（あきたスカイドーム）

16 女性部リーダー研修　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

18 第5回監事会 　　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

〃 新屋年金友の会総会　　　　　　　（サンルーラル大潟）

19 10年記念イタリア旅行説明会（至21日）　　（各支店）

23 西支店オープニングセレモニー　　　　　　（新西支店）

27 第9回通常総代会 　　　　　　　　　　　　（県民会館）

〃 女性部「ＪＡ運営参画学習会」（総代会傍聴）　（ 〃 　 ）

30 第6回監事会 　　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

〃 第4回理事会 　　　　　　　　　　（ 〃　　　）

議案第 1 号　大口信用供与先への供与について

議案第 2 号　賃貸関係ローンの貸出について

議案第 3 号　新型フリーローン取扱いにかかる（株）クレデ

ィセゾンとの保証契約締結について

議案第 4 号　平成19年度全国監査機構財務諸表等監査改善指

示書に対する回答書（案）について

議案第 5 号　行政庁に提出する業務報告書及び連結業務報告

書の承認について

議案第 6 号　平成19年度下期監事監査回答書（案）について

議案第 7 号　課題債務者の債権回収処理方針について

議案第 8 号　（有）新あきたファーマーズ決算修正に関する

報告書及び関係者の処分について

編
集
後
記

も
う
す
ぐ
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま

り
ま
す
。
４
年
に
１
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
。
チ
ベ
ッ
ト
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
熱
戦
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
ど
ん
な
競
技
に

注
目
し
よ
う
か
楽
し
み
で
す
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
日
本
３
連
覇
が
か
か
る
女
子
マ
ラ
ソ

ン
、
お
家
芸
柔
道
、
水
着
で
も
め
た
水
泳
、

３
大
会
ぶ
り
に
男
女
が
と
も
に
出
場
す
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
次
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
ず
さ
れ
て
し
ま
う
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
…
な
ど
見
所
は
満
載
で
す
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
表
彰
台
に
日
本
人
が
立
っ
て
い
る

の
は
、い
つ
見
て
も
う
れ
し
く
な
る
も
の
。

今
回
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
メ
ダ
ル
を
持

ち
帰
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ガ
ン
バ
レ
！
日

本
!!

（
中
川
）

JA新あきたの概況�JA新あきたの概況�

組合員数
（正）8,187人　　　（准）7,906人

貯金 914億3,155万円
貸付金 392億4,109万円
共済保有高 3,598億2,579万円
購買品供給高 6億7,782万円
販売高 1億2,536万円
出資金 37億1,063万円

6月末現在
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お得な情報満載です!

8月号
この広報誌は米国大豆油協会が認定した環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

7月22日からATM�
入出金手数料、全国一斉「無料」。�

JAバンクのキャッシュカードならATM入出金手数料が�JAバンクのキャッシュカードならATM入出金手数料が�

JAバンクのキャッシュカードをお使いの方は�

どこでも�

毎　　日�

全国約12,000台の�
ATMで無料化。�
いろんな街で使えるね！�




